
  

● １１月１０日（金）から１７日（金）までの三者面談では、お忙しい中ご来校いただき、あ
りがとうございました。家庭での様子から、２年生の成長時期らしい悩みをお話しいただいた
り、学校での頑張りをお伝え出来たりと、とても有意義な時間となりました。中学校生活もい
よいよ後半となり、次の進路を考える時期になっていきます。これからもご家庭と協力して、
生徒たちの成長を促していきたいと思います。 

【１２月の主な予定】 

4(金)：５時間日課、⑥委員会活動 18(月)：５時間日課 

6(水)：②③学校公開日 22(金)：⑥全校集会 

11(月)：５時間日課 23(土)～1月 8日(月)：冬季休業日 

15(金)：⑥認知症サポーター養成講座 1月 9日(火)：登校開始 

 

 

～職場体験活動に向けて～ 
 １１月２８日（火）から３０日（木）まで、２学年の職場体験活動がありました。そのために各事
業所へ事前訪問をさせていただきました。事業所の方との電話でのやりとりや直接お会いしてのやり
とりは、とても緊張している様子でした。なかなか慣れない敬語を使おうとすると、ぎこちない話し
方になってしまったり、声が小さくなってしまったりしている生徒もいました。また、学校から自転
車で事業所へ行き、時間を守ることや聞いたことをメモすること、そしてそれを先生方に伝えること
など、普段以上に意識して行動することが求められました。 

     

 職場体験特集号は１２月８日発行予定です。楽しみにお待ちください。 
 

～数学はどうやって勉強したらいいですか～ 
 １１月になって、数人の生徒に「数学はどうやって勉強したらいいですか」と尋ねられました。人
それぞれ勉強の仕方があったり、理解の速さも違ったりするので、「絶対にこうです」とは言えない
と思いますが、おおむね次のようなことが言えると思います。 

①授業に集中する、②納得するまで復習する 
 それらの中身を少し深掘りしてみたいと思います。 
 数学が難しいと考える生徒は、まず計算が苦手な生徒が多いように思います。これは中学校で学習
している計算を多く取り組むだけでは不十分です。小学校の内容、特に 

繰り上げ、繰り下げの計算、分数や小数の加減乗除、筆算をできるだけ使わないようにする 

を、今より上達させることが必要です。筆算を使う生徒はたくさんいますが、例えば「１５＋８」を
暗算で計算できますか？繰り上げの計算です。この式をひっ算を使うと、数十秒かかってしまいます。
中学校の内容を復習することも大切ですが、短い時間でも計算練習、特に小学校の計算に取り組むこ
とをお勧めします。ｅライブラリを使えば、いつでも前の学年の内容に戻れます。 
 応用問題が苦手だという生徒も多いです。そう思う生徒はぜひ、次のことをしてみてください。 

応用問題をまずは自分で解いてみる、 
間違えたり分からなかったりしたら解答を見る→分かったら次の日にもう一度自力で解く 
                     →分からなかったら誰かに聞く 
誰かに聞いても分からなかったら、その問題は無視する 

 誰かに聞いても分からないときは、「今の自分では理解できない」ということです。その問題は置
いておきましょう。その分、他の問題を解く時間にあてた方が、効率がいいです。しかし、学習を重
ねていると、ある時ふと、分からなかった問題が分かるときが来ます。 
 

～部長として、副部長として③～ 
各部の部長と副部長の皆さんに、「部活動の部長、副部長として考えていること」として思いを書

いてもらいました。皆さん、思いをたくさん書いてくれましたので、何号かに分けてお伝えしたいと
思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３．１２．４ 

第２学年通信 

第１２号発行 

～保護者の皆様へ～ 

女子バスケットボール部 部長：       、副部長：  
この間の市新人戦で優勝する事が出来て、私たちの目標である県大会出場に一歩近づく事が出来

ました。県南大会では、県大会に出場できるよう、一人一人が活躍できるようにチームみんなで協
力することができました。また、新人戦で出来なかったことや声出しを練習して、その成果を今後
の大会で発揮することが出来るように頑張ります。 

女子卓球部 部長：         、副部長： 
今まで先輩方が作ってきた部活をしっかりと引っ張って行けるか最初は不安でしたが、部員の皆

や先輩方に助けてもらい自信を持てました。そこからのチームワークが、新人戦でいい結果を残せ
た一つの理由だとも思います。これから総体に向けてまた練習を積み重ねていきますが、応援して
くださっている皆さんや、ずっと引っ張ってくれた先輩方に最大限の恩返しができるように責任を
持って部長、副部長を頑張っていきたいです。 

サッカー部 部長：             、副部長：  
みんなをまとめること、練習メニューを考えることなど、いろいろ大変なことがありますが、そ

れを 3 人で協力して助け合い、一年生だけでなくチーム全体をまとめられるように頑張りたいで
す。また、新人戦で負けた時にはとても悔しい思いをしました。なぜ試合で負けたかをみんなで必
死に考えました。その時に出た方法を練習に取り入れるなどして今後の練習試合、最後の総体で勝
てるように頑張りたいです。 

吹奏楽部 部長：         、副部長：  
私たち吹奏楽部員が大切にしていることは「交流」です。他の部活動とは違い、多人数で 1 つの

音楽をつくりあげていくため、部員同士のコミュニケーションが大事になってきます。例えば、普
段からあいさつをするよう心がけたり、積極的に質問をしたりなど吹奏楽部は演奏だけでなく交流
も部活動の１つだと思い取り組んでいます。先日行った合同練習では、他校の方やアーティストの
方のお話を聞き、楽器の技術や練習方法などについて詳しく教えていただくことができました。こ
れからも人と交流することを大切に部活動に取り組みたいと思います。 

 今号のタイトル「ＮＥＸＴ ＳＴＡＧＥ」は、前号と同じものです。３組の学級委員さんがデザ
インしたタイトルは 12 月８日発行予定の「職場体験特集号」で披露したいと思います。楽しみ
にお待ちください。 


